
熊本地震

「
避
難
生
活
質
向
上
を
」

登
山
家
野
口
健
さ
ん
、
総
社
で
呼
び
掛
け

　
総
社
市
な
ど
と
連
携

し
、
熊
本
地
震
の
被
災
地

に
テ
ン
ト
を
提
供
し
て
い

る
登
山
家
野
口
健
さ
ん

（
茜
＝
同
市
環
境
観
光
大

使
＝
が
2
9
日
、
同
市
役
所

を
訪
れ
た
。
王
土
８
世
帯

が
テ
ン
ト
を
活
用
し
て
い

る
現
地
の
状
況
を
報
告
。

「
長
期
化
し
て
い
る
避
難

テ
ン
ト
活
用
状
況
を
報
告

生
活
の
質
を
上
げ
て
い
く

た
め
の
方
策
も
必
要
」
と

呼
び
掛
け
た
。
（
１
面
関

連
）

　
野
口
さ
ん
は
「
車
中
泊
」

な
ど
を
強
い
ら
れ
て
い
る

被
災
者
の
た
め
に
、
全
国

の
有
志
に
協
力
を
呼
び
掛

け
な
が
ら
、
テ
ン
ト
を
用

意
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

テント村の状況を報告する野口さん

ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・

岡
山
市
）
や
総
社
市
な
ど

が
展
開
し
て
い
る
同
市
発

着
の
「
支
援
シ
ャ
ト
ル
使
」

を
使
い
、
甚
大
な
被
害
が

出
て
い
る
熊
本
県
益
城
町

に
送
っ
た
。

　
2
9
目
は
5
0
張
り
を
追
加

発
送
す
る
の
に
合
わ
せ
、

総
社
入
り
し
た
。
辿
城
町

で
テ
ン
ト
村
が
設
け
ら

れ
、
現
在
１
４
５
張
り
に

４
４
４
入
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
市
職
員
に
報
告
。

　
「
自
治
体
と
協
力
し
た

こ
と
で
被
災
地
と
の
調

整
が
う
ま
く
い
き
、
短

期
間
で
開
設
で
き
た
」
と

振
り
返
り
、
「
震
災
時
に

は
テ
ン
ト
や
寝
袋
な
ど
登

山
装
備
が
役
に
立
つ
。
今

回
の
取
り
組
み
を
検
証

し
、
災
苦
吟
の
対
応
モ
デ

ル
を
つ
く
り
た
い
」
と
話

し
た
。

　
こ
の
日
は
シ
ャ
ト
ル
便

の
第
４
便
が
出
発
し
、
市

が
募
集
し
た
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
初
め
て
同
行
。

３
入
が
主
治
２
日
の
日
程

で
益
城
町
に
入
り
、
3
0
目

に
野
□
さ
ん
と
一
緒
に
、

追
加
発
送
し
た
テ
ン
ト
を

張
る
。
（
古
川
和
宏
）
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